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歳出
（性質別経費）
582億5,000万円
（2.5%増）

歳 出
　幼児教育・保育の無償化に伴う負担金などの扶
助費や会計年度任用職員に係る人件費などが増額
となっています。グラフの（　）内は前年度比。

歳出
（目的別経費）
582億5,000万円
（2.5%増）

民生費
262億5,482万円
（2.3%増）

総務費
61億1,451万円（2.6%増）

公債費
57億4,699万円
（0.8%減）

衛生費
54億4,196万円
（0.1%増）

物件費

118億570万円
（2.0％増）

消耗品や備品の購入費、
委託料など

人件費

114億8,969万円
（8.0%増）

職員給与や議員報酬など

公債費

57億4,699万円（0.8％減）
市債の償還に要する経費

繰出金

52億2,537万円（4.1％増）
特別会計へ支出する経費

補助費等

28億9,200万円
（5.9％減）

負担金や補助金など

普通建設事業費

32億3,037万円（20.8％減）

道路、学校など公共施設の
建設など

その他
14億57万円（2.0%増）

土木費
36億2,140万円
（8.5%増）

教育費
75億8,989万円（18.9%増）

扶助費

170億6,735万円
（7.1％増）

児童や高齢者、障害者な
どを支援するための経費

その他

1億9,679万円（33.6%増）
積立金など

維持補修費

2億5,286万円（3.6%減）
公共施設などの維持管理に要する経費

貸付金

3億4,288万円
（2.9％増）

所定の期日に返済して
もらう約束で貸すための経費

消防費
20億7,986万円
（28.4%減）

一人当たりに換算すると… 民生費

教育費

総務費

公債費

13万1,415円

３万7,990円

３万605円

２万8,766円

高齢者・障害者・
児童の福祉など

学校の管理運営や整備、
文化・スポーツ振興など

市の運営や市民活動、
防犯・防災など

長期借入金の返済金
など

衛生費

土木費

消防費

その他

２万7,239円

１万8,126円

１万410円

7,011円

医療、保健、ごみ処理、
環境保全など

道路、橋、公園の整備
など

消防活動や施設の維持・
管理、救急活動など

議会や農業・商工振興
など

※令和元年12月末現在（199,786人）を基に一人当たりの予算額を計算して
　います。

14万7,007円/人
前年度 14万7,932円/人

市税額
29万1,562円/人
前年度 28万5,882円/人

予算額（一般会計）

２年度当初予算の総額は1,048億7,723万円
■市の予算

区分 予算額 対前年度比
①一般会計 582億5,000万円 2.5%増

②特別会計

国民健康保険事業 166億9,686万円 4.6%減
介護保険事業 127億1,230万円 5.2%増
墓地事業 4,143万円 24.7%減
後期高齢者医療 26億7,136万円 12.5%増
小計 321億2,195万円 0.3%増

③公営企業
　会計

水道事業 76億1,451万円 16.7%増
公共下水道事業 68億9,077万円 35.9%増
小計 145億528万円 25.1%増
合計 1,048億7,723万円 4.4%増

　２年度予算が第１回定例会で可決されました。
　一般会計の当初予算総額は前年度に比べて2.5%増の582億
5,000万円です。公共施設の老朽化対策や待機児童対策など、昨
年度に引き続き安心・安全に配慮した予算編成をしました。
※ 金額の単位をそろえるため、原則1万円未満を四捨五入していますの
で、公表している他の資料と異なる場合があります。
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①
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②
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①一般会計…福祉や教育など市の基本的な経費を扱います。
②特別会計…国民健康保険や介護保険などの事業を行う場合、特定の
収入をもってその支出に充てるため、別に会計を設けています。

③公営企業会計…地方公共団体が経営する「企業」の会計のことで、
事業の経営に伴う収入をもってその費用に充てる独立採算制をとっ
ています。

▲上空から見た手賀排水機場


